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部門 新築 建物種別 住宅（戸建住宅）

建物名称 所在地 －

用途 戸建住宅 延床面積 － ㎡

設計者 施工者 未定

事業期間 平成24年度～平成25年度

参考図

概評

二世帯住宅に焦点を当てた新たな切り口からの省CO2プロジェクトで、これまでの二世帯住宅の供給実績
からその特性を分析した上で、プランニング、熱・電気融通によるエネルギーシステムの構築に取り組む
点を評価した。また、これまでに公のデータが少ない二世帯住宅のエネルギー消費特性について本プロ
ジェクトを通じで情報発信がなされることにも期待する。

省CO2二世帯住宅推進プロジェクト 旭化成ホームズ株式会社

提案
概要

二世帯住宅の特性を踏まえ、プライバシーの確保や気兼ね気苦労少ない同居生活を実現しつつ、世帯を
超えて多様な集いを促すプランニングや二世帯の熱・電気融通システム、見える化による省エネ行動の誘
発等によって、省CO2二世帯住宅を実現する。さらに、二世帯住宅のエネルギー消費データを蓄積し、省
CO2二世帯住宅の評価、普及に貢献する。

事業
概要

　　－

－

 二世帯住宅のエネルギー調査結果 （221邸）

空間設計 省エネ設備

LCCO2削減への取り組み 住民への省CO2意識喚起

省CO2二世帯住宅を建設
二世帯住宅の属性とエネルギー消費量を調査

調査結果を広く発信し、二世帯住宅の省CO2化普及に活用

●集いの場の創出 ●エネルギーシェアシステム

●大容量太陽光発電パネル

●ＨＥＭＳによる見える化

●二世帯住宅向け会員制サイト

省CO 2二世帯住宅の開発

●高断熱スケルトンインフィル構法

●メンテナンス・点検プログラム

●パッシブ設計

二世帯住宅は都市部で、周囲
の建築物と隣接して建設される
場合が多く、プライバシーを確
保したパッシブ設計を実施する。

二世帯が気兼ね気苦労少ない
同居生活を実現しながらも、二
世帯間で多様に集える空間づ
くりの設計手法を取り入れる。
二世帯で同じ空間で過ごす機
会が増えるとエネルギー消費量
が削減される。

二世帯のライフスタイルの違いに
着目し、各世帯の電力、熱需要
を合計することで需要の平準化
を図る。
平準化したエネルギー需要に対
して、１台のＣＨＰを高効率運転
させる。ＣＨＰで創った電気と熱
は二世帯へ供給するが、1台のＣ

ＨＰでは給湯能力が不足するた
め、高効率給湯機をＣＨＰと組み
合わせたエネルギーシェアシス
テムを開発した。

スケルトンと分離した「配管・配線ゾーン」を確保
し、二世帯住宅の将来の住まい方の可変性にも
対応する。
外壁・屋根・１Ｆ床はＡＬＣパネルと高性能断熱材
を一体に使用して、高断熱性能を長期維持。

二世帯住宅では、住まい方による影響も大きい。これらﾗｲﾌ
ｽﾀｲﾙの違いによるｴﾈﾙｷﾞｰ消費量の見える化により、より省
CO2につながる住まい方がわかるようになる。この様な知見
を得ることにより、二世帯の省エネ行動のｱﾄﾞﾊﾞｲｽをしたい。

旭化成ホームズが運営する会員制サイトで、二世帯住宅ど
うしのCO2排出量ランキング評価や二世帯住宅向けの省エ
ネ情報を発信。


